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お客様各位 
 

株式会社ＪＫＷ 
 

 

安全データシート（ＳＤＳ）の改訂について 
 

  

拝啓 師走の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

早速ですが、首題の件、化学物質排出把握管理促進法(以下、化管法)の改正により安全デー

タシート（以下、ＳＤＳ）を改訂致しますので下記の通り、ご連絡申し上げます。 

なお、ＳＤＳの記載内容に変更は御座いますが、溶接材料の製品表示には変更は御座いませ

ん。 
 

今後とも、ＪＫＷ溶接材料をご愛顧賜りますよう、お願い申し上げます。 

                                      敬具 
 

 

－記－ 

 

 

1．改訂されるＳＤＳ 

  全ての銘柄のＳＤＳ 
 

2．改訂概要（詳細は別紙をご参照ください） 

   化管法の改正により、ＳＤＳ制度の指定化学物質が変更されます。 

    

 ①化管法第１種指定化学物質の表(３項、１５項)に関し、『管理番号』を追加致します。 

    『管理番号』は２０２３年度把握分(２０２４年４月届出)から適用されます。 

  （政令番号は政令改正毎に変わる可能性がありますが、『管理番号』は指定化学物質に

対応する固有の番号となり原則維持されます） 

 ②１６項に粉じん障害防止規則、特定化学物質障害予防規則に関する記載を追加致しま

す。 
 

3．実施時期 

   弊社ホームページ掲載のＳＤＳは２０２３年１月１日に更新致します。 
 

 

ご質問等ございましたら、弊社営業担当までお問い合わせください。 
 

 

以上 
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 別紙  

 

【具体的な変更内容】 

 ①ＳＤＳ３項(組成及び成分情報)とＳＤＳ１５項(適用法令)の第 1種指定化学物質に

『管理番号』を追加致します。 

 （３項 改訂前）            （３項 改定後） 

 

  (１５項 改訂前)           （１５項 改定後） 

 

 

 ②ＳＤＳ１６項(その他の情報)に粉じん障害防止規則、特定化学物質障害予防規則に関

する記載を追加致します。 

 

以上 

 改訂前 改訂後 

１６項 
【溶接作業上の

注意】 

ヒューム・ガス 

・“粉じん障害防止規則”によって，アーク溶

接作業は“粉じん作業”として同規則に基づく

管理が必要である。 

・“粉じん障害防止規則(以下粉じん則)”によっ

て，アーク溶接作業は“粉じん作業”として同規

則に基づく管理が必要である。また，“特定化学物

質障害予防規則(以下特化則)”において溶接ヒュ

ームは特定化学物質(管理第 2類物質)であり，金

属アーク溶接等作業は同規則に基づく管理が必要

である。 

１６項 
【溶接作業にお

けるばく露防止

及び保護措置】 

保護具 

呼吸用保護具 

 

適切な呼吸用保護具を着用する。 ・粉じん則および特化則で規定する有効な呼吸用

保護具を着用する。 

・屋外の溶接や，屋内の溶接で特化則における個

人ばく露測定の結果，要求防護係数が非常に低い

場合でも，粉じん則で規定する呼吸用保護具が必

要である。 

・溶接作業の種類，作業場所などによっては，ヒ

ュームだけでなく，有毒ガスや酸欠などにも対応

した呼吸用保護具が必要となる。 


